
　

日
常
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
福
祉
、
環
境
、

教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
幅
広
い
分
野

で
活
躍
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
に
よ
る
市
民
活
動
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
地
域
社
会
の
新
た
な
担

い
手
と
し
て
注
目
さ
れ
る
市
民
活
動
団
体

が
自
主
的
、
自
立
的
に
行
う
社
会
貢
献
活

動
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
団
体

▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人) 

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
の
他
の
非

営
利
活
動
を
行
う
団
体

　

※
自
治
会
な
ど
は
対
象
外

助
成
対
象
事
業

　

▼
市
内
で
行
う
社
会
貢
献
活
動

助
成
金
額
な
ど

　

▼
助
成
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
５
万
円
）

交
付
の
制
限

　

▼
１
年
度
、
１
団
体
１
事
業

▼
同
一
団
体
へ
の
助
成
は
通
算
３
回
を

限
度

▼
他
の
補
助
制
度
な
ど
の
支
援
を
受
け

て
い
る
も
の
は
対
象
外

申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、

添
付
書
類
を
添
え
て
、
提
出
期
限
ま
で
に
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
直
接
提
出
い
た

市民活動を応援します
「ひこね市民活動促進助成事業」のご案内

広報 2012

4/15
●開設しました 　
　「ひこね市生涯学習人材バンク」
●ご協力ありがとうございました
　彦根市国宝・彦根城築城 400 年記念事業基金

●学芸員があなたのまちに伺います

　「出前講座」
●ゴールデンウィーク期間中の
　救急医療

・・・9

・・ 14

・・・ 2

・ 7

だ
く
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
、支

所
、
各
出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
な
ど
に

置
い
て
い
ま
す
。
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

申
込
期
間　

４
月
20
日
㈮
～
５
月
18
日
㈮

　
（
必
着
）

♦
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、

ま
ち

づ
く
り
推
進
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元

町
４-

２
）、E
メ
ー
ルm

achizukuri@
m

a.city.hikone.shiga.jp
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め
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
「
た
ち
ば
な
号
」
は
26

人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
改
造

し
、
側
面
と
背
面
に
は
、
ひ
こ
に

ゃ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

絵
本
・
児
童
書
・
一
般
書
・
文

庫
本
な
ど
約
３
千
冊
を
積
ん
で
、

市
内
を
回
り
ま
す
。（
巡
回
予
定
は

「
広
報
ひ
こ
ね
」
の
毎
月
15
日
号
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）。「
た
ち
ば

な
号
」
を
近
く
で
見
か
け
ら
れ
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
図
書
館
☎

22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０
０
番

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

５
月
８
日
㈫
、
同
９
日
㈬
は

臨
時
休
館

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）

は
、
館
内
の
床
ワ
ッ
ク
ス
が
け
と

害
虫
駆
除
の
た
め
、
５
月
８
日
㈫

と
同
９
日
㈬
臨
時
に
休
館
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
日
は
、
セ
ン
タ
ー
の

利
用
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

「
き
ら
き
ら
ひ
ろ
ば
」も
休
み
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番

休
み
等
）
な
ど
に
、
地
域
の
団
体

な
ど
が
つ
く
る
子
ど
も
の
居
場
所

の
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
力
で
子
ど
も
を
育
て
、

見
守
る
取
り
組
み
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
上
限
２
万
円
）

申
込
期
限　

５
月
15
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

動
く
図
書
館
「
た
ち
ば
な
号
」

新
車
両
で
巡
回
開
始

　

４
月
か
ら
新
し
く
な
っ
た
６
代

目
「
た
ち
ば
な
号
」
の
巡
回
を
始

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め

の
就
学
援
助
制
度

　

市
内
に
居
住
し
、
市
内
の
小
・

中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒

が
い
る
家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
、
就
学
に
必
要
な
経
費
を

負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者

に
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
就
学
で

き
る
よ
う
、
給
食
費
、
学
用
品
費

な
ど
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
保
護
者　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人　

▼
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

を
受
け
て
い
る
人　

▼
児
童
扶
養
手
当
（「
子
ど
も
手

当
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
給

し
て
い
る
人　

▼
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
人　
　

大
型
連
休
期
間
中
の
ご
み

等
収
集
と
直
接
搬
入

　

４
月
29
日

（日・祝 )
か
ら
５
月
５
日

（土・祝 )
ま
で
の
ご
み
等
収
集
と
、

清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は
、

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
み
等
収
集
日
は
、「
ご
み
等
の

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

５
月
３
日

（木・祝 )
は
木
曜
日
の
収

集
区
域
を
収
集
し
ま
す
が
、「
缶
」

「
び
ん
」の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
27
日
㈭
ま
で
と
５
月
７
日

㈪
以
降
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
で
す
）

　

休
日
明
け
の

清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
の
直
接
搬
入
は
た
い
へ
ん
込
み

合
い
ま
す
。
事
故
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

清
掃
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の

ご
案
内

　　

彦
根
市
で
は
、
地
域
の
環
境
美

化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
道
路
や
河
川
、
公
園
な

ど
公
共
の
場
所
を
清
掃
す
る
団
体

や
個
人
に
、
清
掃
用
ご
み
袋
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活

動
で
袋
が
必
要
な
人
は
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
利
用
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の

分
別
に
ご
協
力
を

　　

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶

が
原
因
と
思
わ
れ
る
収
集
車
両
の

火
災
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

◀
清
掃
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋

　

ご
み
や
資
源
は
正
し
く
分
別
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

市
役
所
、
支
所
、
各
出
張
所
、

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、

清
掃
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
「
ラ
イ
タ
ー
専
用

回
収
箱
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◀

ま
た
は

　

ガ
ス
を
使
い
切
り
、
着
火
し
な

い
こ
と
を
確
認

　

埋
立
ご
み
の
収
集
日
に
、
埋
立

ご
み
と
別
の
袋
に
入
れ
て
、
集
積

所
へ ガ

ス
ラ
イ
タ
ー
の

分
別
の
仕
方

◀

①
ガ
ス
を
使
い
切

り
、
側
面
に

「
穴
」を
開
け
る

※
火
の
気
の
な　

い
戸
外
の
安

全
な
場
所
で

行
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
「
缶
・
金
属
類
」
の
日
に
集
積
所

へ
。
ま
た
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー

に
直
接
搬
入
も
で
き
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
分
別

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
、

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
次
の

と
お
り
処
理
し
て
、「
缶
・
金
属

類
」
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。◀

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
お
願
い
し
ま
す
。

開
設
し
ま
し
た

「
ひ
こ
ね
市
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
」

講
師
を
お
探
し
の
人
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
、講
師

を
探
し
て
い
ま
す
」「
子
ど
も
会
活
動

で
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
を
し

て
く
れ
る
人
は
い
な
い
か
な
」。

　

こ
う
い
っ
た
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
に
、
人
材
バ
ン
ク
を
設

置
し
ま
し
た
。
地
域
の
学
び
の
場

に
必
要
な
講
師
や
指
導
者
を
紹
介

し
ま
す
。

人
材
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

あ
な
た
の
知
識
や
技
能
、
経
験

を
、
地
域
の
学
習
の
場
に
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

教
育
・
文
化
・
芸
術
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
、

豊
富
な
経
験
を
有
し
、
指
導
で
き

る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

応
援
し
ま
す

「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
学
校
」

　
「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
学
校
」と
は

放
課
後
や
週
末
、
長
期
休
業
（
夏

▲６代目の「たちばな号」

▼
そ
の
他
、

教
育
委
員
会
が
援

助
費
の
受
給
が
必
要
と
認
め
る

人
給
付
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

手
続
方
法　

各
小
・
中
学
校
と

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
市

民
会
館
２
階
）
に
あ
る
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
彦
根
市
以
外
で
あ
っ
た
人

は
、所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
平

成
24
年
度
課
税
証
明
書
な
ど
）
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
。（
た
だ
し
、
援
助
は

認
定
日
以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

新しい「湖国寮」が
開寮しました

　首都圏の大学などに在学する滋賀
県出身者のための寮として昭和 29
年に開設された「湖国寮」が、4 月
に新寮「湖国寮　TOKYO Student-
House Mother Lake Shiga」として再
開しました。
　湖国寮の施設や設備、入寮条件や
費用など詳しくは、㈶湖国協会東京
連絡所にお問い合わせください。
問 い 合 わ せ 先　 ㈶ 湖 国 協 会 東 京

連絡所（㈳東京滋賀県人会内）
☎ 03-3661-1180、 FAX03-
3661-5058  （受付時間　月〜金
曜日 10：00 ～ 16：00）、ホーム
ページ http://www.kokokuryo.com



5 2012・4・15 42012・4・15

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益

金
を
財
源
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

廃
止
し
ま
す

「
前
納
報
奨
金
制
度
」

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
固
定
資
産

税
（
都
市
計
画
税
を
含
む
）
と
市
県

民
税
（
普
通
徴
収
）
を
、
第
１
期

納
期
内
に
、
全
期
分
一
括
納
付
さ

れ
た
場
合
に
報
奨
金
を
交
付
す
る

「
前
納
報
奨
金
制
度
」を
廃
止
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱
し

た
社
会
情
勢
と
不
安
定
な
経
済
事

情
の
中
で
、
早
期
税
収
確
保
と
納

税
意
識
の
向
上
を
図
る
目
的
で
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
彦
根
市
の
財
政
状
況

は
厳
し
く
、
前
納
報
奨
金
に
係
る

負
担
が
大
き
い
こ
と
や
、
市
県
民

税
を
給
与
や
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
特
別
徴
収
者
に
は
適
用
が
な

く
不
公
平
で
あ
る
こ
と
か
ら
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　
報
奨
金
制
度
は
廃
止
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
期
前
納
（
一

括
納
付
）
は
で
き
ま
す

▼
田
植
え
前
の
強
制
落
水
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番

宝
く
じ
の
助
成
金
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
生
か
し
て
い
ま
す

　　

平
成
23
年
度
に
、
レ
イ
ン
ボ
ー

タ
ウ
ン
南
彦
根
自
治
会
が
宝
く
じ

助
成
（
※
）
を
利
用
し
て
、
地
域

内
の
公
園
に
花
壇
や
ベ
ン
チ
、
掲

示
板
、
街
灯
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
設

置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
世
代
交
間
交
流
が
図
ら
れ
る
ふ

れ
あ
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
宝
く
じ
助
成　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

国
民
年
金
保
険
料
は

遅
れ
ず
に
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
時
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と

老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
納
付

が
遅
れ
る
こ
と
で
「
障
害
基
礎
年

金
」
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

も
し
も
の
と
き
に
後
悔
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
き
ち

ん
と
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

（
納
期
は
翌
月
末
で
、２
年
経
過
す
る

と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、
要
件
を
満
た

せ
ば
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る

制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず

保
険

年
金
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
（
保
険
料
免
除
制
度
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
納
付
の

全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の
３
、２

分
の
１
、４
分
の
１
）
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

保
険
料
免
除
は
、
本
人
と
配
偶

者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
承
認

さ
れ
ま
す
。

30
歳
未
満
の
人
は

　（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）

　

本
人
が
30
歳
未
満
で
あ
る
と
き

に
限
っ
て
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
は
本
人
と
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

学
生
の
人
は

　（
学
生
納
付
特
例
制
度
）

　

本
人
が
学
生
で
あ
る
と
き
に

限
っ
て
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
は
、
本
人
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま

す
。

※
保
険
料
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
老
後
に
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含

ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の

と
き
に
、「
障
害
基
礎
年
金
」
を

受
け
取
る
資
格
期
間
に
も
含
ま

れ
ま
す
。

※
失
業
さ
れ
た
人
は
、「
離
職
票
」

や「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

な
ど
を
添
付
す
れ
ば
、
前
年
の

所
得
に
関
係
な
く
免
除
さ
れ
る

特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番　

決
ま
り
ま
し
た

彦
根
市
選
挙
管
理
委
員

　

平
成
24
年
彦
根
市
議
会
２
月
定

例
会
で
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
皆

さ
ん
が
彦
根
市
選
挙
管
理
委
員
・

同
補
充
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
４
月
11
日
〜
平
成
28

年
４
月
10
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
は
、
彦
根
市
で

執
行
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
に

関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

補
充
員
は
、
選
挙
管
理
委
員
に

欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
、
委
員
に

な
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員

　

小
川　

良よ
し

紘ひ
ろ

さ
ん（
河
原
一
丁
目
）

　

加
藤　

三ぞ
う

さ
ん（
中
藪
二
丁
目
）

　

北
川　

良り
ょ
う

さ
ん
（
日
夏
町
）

　

谷
沢　

典
子
さ
ん
（
平
田
町
）

補
充
員

　

野
瀬　

毅た
け
し

さ
ん
（
宇
尾
町
）

　

伊
関　

光
男
さ
ん
（
稲
部
町
）

　

荒
川　

葉
子
さ
ん
（
日
夏
町
）

　

米
田　

紀
代
子
さ
ん（
西
葛
籠
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

「
ぶ
ら
り
お
で
か
け
！
ひ
こ

ね
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
っ
ぷ
」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
の
人
な

ど
が
安
心
し
て
気
軽
に
外
出
で
き

る
よ
う
に
、
市
内
の
公
共
施
設
や

商
業
施
設
な
ど
の
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
情
報
」
が
検
索
で
き
る
地
図

情
報
を
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-
１
７
６
７
番

農
業
濁
水
を
流
さ
な
い
で

今
年
も
基
本
事
項
の
徹
底
を

　

代
か
き
や
田
植
え
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
農
作
業
に
よ
る
濁

水
が
流
出
す
る
と
、
琵
琶
湖
の
水

質
を
悪
化
さ
せ
、
魚
な
ど
の
生
き

物
が
住
み
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

年
々
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
、
少
し
ず
つ
水
質
は

良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

次
の
事
項
を
実
践
し
、
水
田
か

ら
農
業
濁
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
け
い
畔
の
点
検
、あ
ぜ
塗
り
、あ

ぜ
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
代
か
き
は
浅
水
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

じ
ん

▲レインボータウン南彦根自治会の
　コミュニティ広場

　

現
在
、
全
期
前
納
口
座
振
替
を

利
用
し
て
い
る
人
で
、
各
期
別
振

替
に
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

納

税
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

納
税
課
☎

30-

６
１
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

表
紙
写
真
な
ど
を
カ
ラ
ー
印
刷
に

「
広
報
ひ
こ
ね
」
が
変
わ
り

ま
す

　　
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
、親
し
み
や

す
い
紙
面
を
目
指
し
て
、
今
年
の

１
月
か
ら
紙
面
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど

を
刷
新
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
号
か
ら
は
、
さ
ら
に

表
紙
な
ど
数
ペ
ー
ジ
を
フ
ル
カ

ラ
ー
印
刷
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
号
か
ら
15
日
号
も
２

色
刷
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
印
刷

発
行
に
要
す
る
経
費
は
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
を
結

ぶ
媒
体
と
し
て
、
情
報
が
よ
り
伝

わ
り
や
す
い
編
集
に
努
め
ま
す
。

今
後
も
い
っ
そ
う
の
ご
愛
読
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課

☎
30-

６
１
０
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番
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● 40 〜 74 歳の人の特定健康診査
　（※平成 24 年度に 40 歳になる 39 歳の人を含む）
　彦根市国民健康保険（以下　「国保」）では、生活習慣
病を予防するために、特定健康診査を実施します。医
療機関では６月初めから受けられます。集団健診は６
月半ばから始まります。
　40 ～ 74 歳の国保の加入者には、５月末に受診券
と一緒に、詳しい案内を送付します。受診方法や日程
などはそちらをご覧ください。受診券が届かない場合
や、５月１日以降に手続きをした 40 ～ 74 歳の国保
の加入者は、　 保険年金課にご連絡ください。
　会社の健康保険など、他の医療保険に加入している
人は、実施場所や受診方法など、それぞれの健康保険
組合などにお問い合わせください。
問い合わせ先　 保険年金課☎ 30-6112、FAX21-

2220
● 75 歳以上の人の健康診査
　健診日に 75 歳以上の人は、６月初めから医療機関
で健康診査を受けられます。
　これは、滋賀県後期高齢者医療広域連合から委託を
受け、彦根市が実施するものです。
　対象者には、国保の加入者と同じように、５月末に
受診券を送付します（すでに生活習慣病などで、医療機
関を受診している人は除きます）。
　受診を希望する人で、受診券が届かない場合は、
保険年金課にご連絡ください。
問い合わせ先　 保険年金課☎ 30-6112、FAX21-

2220

おトクな健診、今年も始まります　〜受けないなんて、もったいない～

● 19 〜 39 歳の人の健康診査
　（※平成 24 年度に 19 歳になる 18 歳の人を含む）
　６月半ばから集団健康診査（集団健診）が始まります。
　職場や学校で健診を受ける機会のない人は積極的に
受けてください。
　「土曜日健診」や「託児つき」、「がん検診」と同時実
施の日もあります。詳しくは、広報ひこね５月 15 日
号と同時に配布す
る「健診日程のお
知らせ」をご覧く
ださい。
問い合わせ先
　 健 康 推 進 課

☎ 24-0816、
FAX24-5870

健診の３つのお得
☆その１　生活習慣病のリスクを
　　　　　発見できる
☆その２　一人ひとりにあった専門家の
　　　　支援が受けられる
☆その３　健診を定期的に受けていない
　　　　人に比べて、医療費が安くすむ

助
成
対
象
者　

彦
根
市
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
（
ド
ッ
ク
検

診
時
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格

の
あ
る
人
）
で
、
国
民
健
康
保

険
料
を
良
好
に
納
付
し
て
い

る
人

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
対
象

者
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診

　
国
民
健
康
保
険
が
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

助
成
額　

左
表
の
と
お
り
検
診
費

用
の
３
分
の
２
を
補
助
し
ま

す
。（
上
限
２
万
円
）

申
込
場
所　

保
険
年
金
課
、
支

所
、
各
出
張
所

　

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物　

国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
６
月
以
降
に
申
請
す
る
人
は
、

５
月
末
に
40
〜
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
に
送
付
す

る
「
特
定
健
診
受
診
券
」
も
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
脳
ド
ッ
ク
以

外
の
助
成
を
受
け
る
人
は
、
特

定
健
診
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

５
月
１
日
㈫
〜
７
月

６
日
㈮

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
す
る
と
、

助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

助
成
券
を
持
っ
て
、
左
表
の

希
望
す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
６

月
か
ら
平
成
25
年
２
月
ま
で

の
間
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
、
希
望
す
る
病
院
に
各

自
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
検
診
項
目
な
ど
は
、
各
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

　
●寄附金（３２５件） １億 5,907 万 4,333 円
　　　　　　　利息　　　  169 万 8,632 円
　　　　　　　合計 1 億 6,077 万 2,965 円
●寄附金充当内訳
　▶ 400 年祭開催経費　　 　　 6,500 万円（平成 19 年度）
　▶楽々園保存整備事業経費 （平成 21 〜 23 年度分合計） 　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　
　　　　　　　　　　　  9,577 万 2,965 円
　　　　　　　合計 1 億 6,077 万 2,965 円
問い合わせ先　 企画課☎ 30-6101、FAX22-1398

▲整備事業により修理された楽々園建造物
　（御書院棟）の外観

ご協力ありがとうございました
彦根市国宝・彦根城築城４００年記念事業基金

　彦根市では、平成 18 年３月 30 日から同 20 年
３月 31 日までの期間、「国宝・彦根城築城４００年
記念事業」へのご寄附をお願いし、趣旨に賛同いた
だいた皆さんからの寄附金を基金として積み立てて
いました。　　　　

　基金は、次の経費に充ててきましたが、所期の目
的を達成したため、平成 24 年３月末をもって基金
を廃止しました。ご協力いただきました皆さんに厚
くお礼申し上げます。

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　０件

問い合わせ先　 社会福祉課
　☎ 23-9590、FAX26-1768

彦根市地域福祉計画（素案）
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〈
日
時
〉５
月
９
日
〜
同
30
日
の
毎

週
水
曜
日　

い
ず
れ
も
午
後
７
時

30
分
〜
同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉市

民
会
館
（
尾
末
町
）
２
階
会
議
室

〈
対
象
〉
18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除

く
）　
〈
そ
の
他
〉
特
別
な
資
格
や

免
許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。　
〈
参

加
費
〉
無
料　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
彦
根
市
国
際
協
会
事
務

局
（
市
民
会
館
１
階
、
日
・
月
曜
日
、

祝
日
は
休
館
）☎
22-

１
４
１
１
番

（
内
線
６
０
８
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番　

※
開
催
日
に
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
本
町
一
丁
目
）　
〈
参
加
費
〉
千

円
〈
申
込
期
限
〉
５
月
13
日
㈰　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
日
本
語
教
室
ス
マ
イ
ル

事
務
局
（
吉
岡
方
）
☎
24-

７
２

４
１
番
、Ｅ
メ
ー
ル　

toshiyuki_
yoshioka@

yahoo.co.jp

日
本
語
教
室
見
学
・
体
験

会
（
彦
根
市
国
際
協
会
日
本

語
教
室
）

〈
内
容
〉外
国
人
に
日
本
語
を
教
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る

人
を
対
象
に
、
日
本
語
教
室
の
見

学
・
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。　

ラ
ム
」
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
学
習
し
た
り
、 

話
し

合
っ
た
り
す
る
「
つ
ど
い
」
の
場

で
す
。
市
民
の
手
作
り
に
よ
る
事

業
を
実
施
す
る
た
め
、
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。　
〈
活
動
内
容
〉

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
会
議
へ
の
参

加
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
当
日
の
運

営
な
ど　
〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
期
日
・

会
場
〉
未
定
（
実
行
委
員
会
で
決
め

ま
す
）　
〈
参
加
資
格
〉
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

※
経
験
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。　
〈
申
込
期

間
〉
４
月
16
日
㈪
〜
５
月
18
日
㈮

　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
ウ
ィ
ズ
」

☎
24-

３
５
２
９
番
（
F
Ａ
Ｘ
共

用
）、Ｅ
メ
ー
ル　

w
ith.hikone@

oboe.ocn.ne.jp　

※
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
か
、「
ウ
ィ
ズ
」
な
ど
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
こ
れ
か
ら
始
め
る
「
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
た
め
の

講
習
会

〈
内
容
〉
外
国
人
に
日
本
語
を
教

え
る
方
法
の
基
礎
か
ら
実
践
ま
で

教
え
ま
す
。　
〈
日
時
〉
５
月
13

日
〜
６
月
10
日
の
毎
週
日
曜
日　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
同
11
時

30
分　
〈
場
所
〉
西
地
区
公
民
館

バ
ラ
園
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
内
容
〉
現
在
、庄
堺
公
園
に
は
約

１
２
０
０
本
の
バ
ラ
が
植
栽
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
園
の
一
部

を
、
１
年
間
管
理
（
剪せ

ん

定て
い

、
薬
剤
散

布
、草
刈
り
な
ど
）
を
し
て
い
た
だ

く
人
を
募
集
し
ま
す
。（
現
在
17
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
）　　
〈
対
象
〉

指
定
す
る
日
時（
平
日
で
毎
月
１
日

程
度
）
に
必
ず
参
加
で
き
る
人　

〈
定
員
〉
５
人
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　
〈
そ
の
他
〉
用
具
な
ど

は
参
加
者
の
負
担　
〈
申
込
期
限
〉

４
月
27
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉、
都
市

計
画
課
公
園
緑
地
係
（
〒
５
２
２

-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５

１
７
番　

※
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て

郵
送

彦
根
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉少
年
少
女
に
科
学
的
な
興

味
・
関
心
を
追
求
す
る
場
を
提
供

し
ま
す
。
自
由
な
環
境
の
中
で
創

造
活
動
を
行
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
員

自
身
で
工
夫
し
な
が
ら
実
験
な
ど

を
す
る
中
で
、
完
成
さ
せ
る
喜
び

を
感
じ
た
り
、
科
学
的
な
発
想
を

養
っ
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。　
〈
活
動
期
間
〉
６
月
〜
平

成
25
年
２
月
の
毎
月
１
回
（
土
曜

日
）
午
前
9
時
30
分
〜
同
11
時
30

分　
〈
場
所
〉
城
南
小
学
校
（
西
今

町
）
ほ
か　
〈
定
員
〉
25
人
（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
〈
対
象
〉小

学
４
～
６
年
生　
〈
参
加
費
〉
２

千
円
（
材
料
費
、
傷
害
保
険
料
）　

〈
そ
の
他
〉科
学
や
物
作
り
に
関
心

が
あ
る
「
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

（
高
校
生
以
上
）
を
併
せ
て
募
集
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
期

間
〉
４
月
16
日
㈪
〜
５
月
15
日
㈫

　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７

９
７
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９

０
番　

※
各
小
学
校
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ

彦
根
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム 

実
行
委
員

〈
内
容
〉「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

し
て
、
保
険
料(

小
学
生
６
０
０
円
、
中
学

生
以
上
１
、
６
０
０
円)

と
県
会
費(

小
学

生
５
０
０
円
、
中
学
生
以
上
２
千
円
）
が
必

要
で
す
。　
〈
そ
の
他
〉無
料
体
験(

見
学)

教
室
を
、
５
月
５
日
、
同
12
日
の
土
曜
日

の
午
後
３
時
〜
同
４
時
ま
で
、
中
央
中
学

校
武
道
場
で
開
催
し
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
５
月
４
日

( 金・祝 )
ま
で
に
、
彦
根
市
な
ぎ

な
た
連
盟
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
期
間
〉４
月
16
日
㈪
〜
５
月
15
日
㈫

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
な
ぎ
な

た
連
盟
事
務
局
（
北
村
方
）
☎
22-

７
６
４

６
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

花は

菜な

実み

塾

〈
内
容
〉
湖
東
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
の
「
花

菜
実
塾
」
を
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
で

合
同
開
催
し
ま
す
。
花
や
野
菜
、果
樹（
果

物
）
の
栽
培
を

農
産
普
及
課
と
Ｊ
Ａ
東

び
わ
こ
の
営
農
専
門
の
人
が
基
本
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
５
月
17
日
㈭
〜
平
成
25
年
３
月
14
日

㈭
（
全
12
回
）　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

〜
同
３
時
30
分　

 

〈
場
所
〉
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
ひ
こ
ね
（
清
崎
町
）　
〈
定
員
〉
20
人
（
先

着
順
）　

※
本
募
集
と
は
別
に
、湖
東
地
域

農
業
セ
ン
タ
ー
で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
参
加
費
〉
千
円　
〈
申
込
期
間
〉
４
月
16

日
㈪
〜
５
月
２
日
㈬　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３

９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
電
話
か
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号

を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
夢
畑
」

〈
日
時
〉
５
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）  〈
場
所
〉
彦
根

市
立
病
院
（
八
坂
町
、
第
３
回
彦
根
市
立
病

院
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
会
場
内
）　
〈
出
店
料
〉

１
ブ
ー
ス
５
０
０
円　
〈
そ
の
他
〉出
店
数

は
30
ブ
ー
ス　
〈
申
込
期
限
〉５
月
18
日
㈮

　〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
直
接
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
申
し
込
む

か
、往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
出
店
品
目
、
人
数
、

出
店
希
望
日
を
、
返
信
の
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
書
い
て
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
〒
5
２
２-

０
０
８
８　

銀
座
町
４-

19
、

受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
木
・

日
曜
日
・
祝
日
は
休
み
）
☎
26-

4
８
１
０

番
（
F
Ａ
Ｘ
共
用
）
へ

な
ぎ
な
た
教
室

〈
活
動
期
間
〉毎
週
土
曜
日　

午
後
３
時
〜

同
４
時
、
毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
30
分

～
同
９
時　
〈
場
所
〉中
央
中
学
校
武
道
場

（
西
今
町
）　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　

〈
対
象
〉
小
学
１
年
生
以
上　
〈
参
加
費
〉

月
会
費　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
５
０
０

円
、
大
学
生
以
上
千
円
。
別
途
年
会
費
と

　自治会や地域のサークルなどのご要望におこたえして、
文化財課・彦根城博物館・市史編さん室の各学芸員が、日
頃の文化財調査の成果を紹介します。
　出前講座の「テーマ（演題の例）」は、以下のとおりで
す。どうぞ気軽にお問い合わせください。

学芸員が
あなたのまちに
伺います

「出前講座」
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ろ
う
者
と
の
関
わ
り

　
　

鯖さ
ば

戸と

　
李り

都と

さ
ん

　
（
西
中
学
校
２
年
）

　
「
聴
覚
障
が
い
者
」。
皆
さ
ん
は

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
、
何
を
想
う
で
し
ょ
う
。
私

は
一
番
に
母
の
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
。
私
の
母
は
今
年
で
四
年

目
の
手
話
通
訳
者
、
そ
の
子
ど
も

の
私
は
聴
覚
障
が
い
者
の
方
と
人

よ
り
多
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

母
は
私
が
一
歳
の
頃
に
手
話

サ
ー
ク
ル
と
い
う
団
体
に
入
っ
て

以
来
、
毎
週
金
曜
日
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
耳
が
聞
こ
え
な
い
人

を
ろ
う
者
と
い
い
、
手
話
サ
ー
ク

ル
で
は
ろ
う
者
の
方
と
一
緒
に
手

話
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
普
段
は

学
校
な
の
で
参
加
で
き
ま
せ
ん

が
、
た
ま
に
行
け
る
と
皆
さ
ん
が

優
し
く
接
し
て
下
さ
る
の
で
、
の

び
の
び
と
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
一
切
喋し

ゃ
べら
な
い
劇
を
し

ま
し
た
。

「
劇
に
必
須
の
セ
リ
フ
を
使
わ
な

い
で
、
成
り
立
つ
の
だ
ろ
う
か
」

と
不
安
な
私
。
け
れ
ど
そ
の
想
い

は
一
瞬
で
吹
き
と
び
ま
し
た
。
言

葉
で
伝
え
ら
れ
な
い
分
表
情
が
と

て
も
豊
か
で
、
動
き
が
分
か
り
や

す
く
、
目
が
離
せ
な
く
な
り
ま
し

た
。
新
鮮
で
、
と
て
も
面
白
く
感

じ
た
の
で
す
。
私
も
そ
の
場
で
簡

単
な
犬
の
役
を
演
じ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
思
っ
た
こ
と
を
素
直
に

演
じ
れ
ば
良
い
み
た
い
で
す
。
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
に
ほ
め
て
頂

き
少
し
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
そ

の
場
で
は
、
聴
覚
を
超
え
た
関
わ

り
を
感
じ
ま
し
た
。
ろ
う
者
も
皆

と
一
緒
に
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
浮

か
べ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
ろ
う
者
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
の
で
し
ょ
う
。「
か

わ
い
そ
う
」「
苦
手
」
と
思
う
人

の
気
持
ち
も
わ
か
ら
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
が
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。

か
わ
い
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。

確
か
に
、
生
活
面
に
お
い
て
不
便

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
音
声
で
の

会
話
は
で
き
な
い
し
、
テ
レ
ビ
も

字
幕
な
し
で
は
見
れ
ま
せ
ん
。
視

覚
や
他
の
人
・
物
に
頼
っ
た
生
活

に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
趣

味
を
も
つ
と
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す

し
、
手
話
・
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
用

い
れ
ば
話
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

む
し
ろ
彼
ら
を
不
便
に
生
活
さ
せ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
私
た
ち

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。と
い
う
の
も
、

同
情
や
特
別
な
扱
い
が
ろ
う
者
に

と
っ
て
一
番
傷
つ
く
こ
と
だ
と
思

う
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
困
っ
て

い
る
時
に
手
助
け
を
す
る
と
か
、

そ
う
い
う
基
本
的
な
こ
と
は
す
る

べ
き
で
す
。
た
だ
私
は
、
普
通
に

接
す
る
の
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
、
ろ
う
者
の
住
み
ご

こ
ち
の
良
い
世
の
中
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
三
月
十

一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災

で
も
、
多
く
の
ろ
う
者
が
現
状
を

理
解
で
き
な
い
ま
ま
亡
く
な
ら
れ

は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
1
特選作品紹介
第 4回

　
　
　
選
　
　
評

　
お
母
さ
ん
が
手
話
通
訳
者
で
、

時
々
お
母
さ
ん
と
手
話
サ
ー
ク
ル

に
参
加
し
、ろ
う
者
と
関
わ
っ
て
い

く
中
で
、つ
な
が
り
を
体
感
し
た
こ

と
や
、東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
仲

間
を
失
っ
た
教
訓
か
ら
、自
分
の
生

き
方
を
見
つ
け
、力
強
く
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

て
い
き
ま
し
た
。
彼
ら
に
は
注
意

を
促う

な
が

す
警
報
は
聞
こ
え
な
い
し
、

何
が
起
き
て
い
る
か
知
ら
ず
、
結

果
的
に
〝
と
り
の
こ
さ
れ
た
〟
形

に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と

へ
の
対
策
も
今
後
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
課
題
と

も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
障
が
い
者
の
中
で
も
聴

覚
障
が
い
者
・
ろ
う
者
に
つ
い
て

で
し
た
。
で
す
が
こ
の
こ
と
は
、

他
の
障
が
い
者
の
方
達
に
も
当
て

は
ま
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
ろ
う

者
と
関
わ
る
こ
と
で
、
想
い
を
伝

え
る
方
法
は
言
葉
だ
け
じ
ゃ
な
い

こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

私
の
意
見
を
述
べ
た
限
り
、
私
自

身
も
方
向
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に

木
き

澤
ざわ

　律
りつ

希
き

さん（稲枝東小学校４年）

生
活
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
の
方
・
障
が
い
者
の
方
た

ち
が
笑
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
。

学
年
、
学
校
名
は
い
ず
れ
も

応
募
時
の
も
の
で
す
。
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

大お
お

森も
り

紗さ

良ら

ち
ゃ
ん

（
古
沢
町
）

三さ
え

枝ぐ
さ

幸こ
う

紫し

朗ろ
う

ち
ゃ
ん

（
原
町
）

本ほ
ん

田だ

一い
っ

成せ
い

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

ゴールデンウィーク期間中の
救急医療

●救急医療案内
　（彦根市・犬上郡域）　救急医療情報システム　
　☎ 23-3799

●休日診療所
　☎ 22-1119
診療所名　彦根休日急病診療所
　（福祉保健センター１階）
診療科目　内科・小児科
診療日　４月 29 日（日・祝 )、同 30 日（月・振 )、５月３

日（木・祝 )、　同４日（金・祝 )、同５日（土・祝 )、同６日㈰
診療時間 10：00 〜 19：00（受付は 18：30

まで）

●歯科当番医
５月３日 ( 木・祝 )　三希子歯科（西今町）☎ 26-5069
５月４日 ( 金・祝 )　白石歯科（野良田町）☎ 43-2017
５月５日 ( 土・祝 )　野村歯科医院（原町）☎ 26-5183
※診療時間は、いずれも 9：00 〜 15：30



〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767。
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577
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編
集
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政

策
課

●
1

日
・

1
5

日
発

行
　

　
通

巻
第

1
2

6
5

号
（

 平
成

2
4

年
4

月
1

5
日

発
行

）

▶
「

広
報

ひ
こ

ね
」

は
大

豆
油

イ
ン

キ
を

包
含

し
た

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
▶

廃
棄

す
る

場
合

に
は

古
紙

回
収

に
出

し
て

く
だ

さ
い

。
▶

こ
の

「
広

報
ひ

こ
ね

」
は

4
9

,2
3

0
部

作
成

し
、

１
部

当
た

り
の

単
価

は
7

円（
１

円
未

満
切

り
捨

て
）で

す
。

た
だ

し
、原

稿
作

成
・

編
集

な
ど

に
か

か
る

職
員

の
人

件
費

は
含

ま
れ

て
い

ま
せ

ん
。

広
報
ひ
こ
ね

16

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
修
理
を
実

施
し
、
一
般
公
開
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

※
汐
入
型
式　

海
水
の
干
満
を
利

用
し
て
池
の
景
色
を
変
え
る

庭
園
技
法
。
汐
入
型
式
の
池
を

も
つ
旧
大
名
庭
園
と
し
て
は
、

浜は
ま

離り

宮き
ゅ
う

恩お
ん

賜し

庭
園
（
東
京
都
）

や
養よ

う

翠す
い

園え
ん

（
和
歌
山
県
）
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
の
庭

園
は
淡
水
（
琵
琶
湖
の
水
）
を
利

用
し
た
汐
入
型
式
の
手
法
を

用
い
た
、
わ
が
国
唯
一
の
庭
園

で
す
。

春
の
特
別
公
開
（
無
料
）

公
開
期
間　

４
月
28
日
㈯
～
５
月
20
日
㈰　

期
間
中
無
休

公
開
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　

松
原
町
５
１
５
（
彦
根
港
近
辺
）

そ
の
他

●
公
開
は
庭
園
の
み
で
、
建
物
内
は
入
れ
ま
せ
ん
。

●
説
明
が
必
要
な
団
体
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、琵
琶
湖
側
臨
時
駐
車
場
（
無
料
）
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
園
内
で
、
喫
煙
・
飲
食
・
火
気
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
飼
い
犬
・
飼
い
猫
は
、
管
理
者
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て
入
園

し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
園
内
に
は
便
所
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
彦
根
港
公
衆
便
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

名
勝
旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
庭
園
は
、
市
民
の
大
切
な
宝
で
あ
り
、

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ま
だ
整

備
の
途
中
で
す
が
、
新
緑
の
季
節
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
特

別
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ルbunkazai@

m
x.hikone.

ed.jp　

　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
庭
園

は
、
11
代
当
主
井
伊
直な

お

中な
か

に
よ

り
、
文
化
７
年
（
１
８
１
０
）
頃

に
、
琵
琶
湖
畔
に
造
営
さ
れ
た
下

屋
敷
で
す
。
彦
根
藩
の
も
う
一
つ

の
下
屋
敷
で
あ
る
槻

け
や
き

御
殿
（
玄
宮

楽
々
園
）
と
は
立
地
や
趣
も
異
な

り
、
公
式
性
を
離
れ
た
井
伊
家
の

内
向
き
の
庭
園
を
主
体
と
し
た

下
屋
敷
で
し
た
。

　

松
原
下
屋
敷
の
庭
園
は
、
優
れ

た
造
営
技
術
を
駆
使
し
、
琵
琶
湖

の
水
や
山
の
自
然
を
活い

か
し
て

造
ら
れ
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
の
水

位
と
連
動
し
て
汀て

い

線せ
ん

（
波
打
ち
ぎ

わ
）
が
変
化
す
る
汐し

お

入い
り

型け
い

式し
き

（
※
）

の
手
法
を
用
い
た
池
を
中
心
に

西
側
は
洲す

浜は
ま

の
広
が
る
緩
や
か

な
景
観
と
し
、
東
側
は
築つ

き

山や
ま

（
庭

に
築
い
た
小
さ
な
山
）が
折
り
重
な

る
深
遠
な
趣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
各
種
調
査
か
ら
、
松
原
下

屋
敷
の
庭
園
が
玄
宮
楽
々
園
と

は
様
相
の
異
な
る
大
名
庭
園
で

あ
り
、
近
世
の
大
名
文
化
を
理
解

す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
12
年
度
に
は
彦

根
市
指
定
文
化
財
（
名
勝
）
に
指

定
し
、
同
13
年
度
に
は
国
の
名
勝

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
同
14
年
度

か
ら
は
彦
根
市
が
管
理
団
体
と

な
り
、
庭
園
の
維
持
管
理
を
図
る

と
と
も
に
、
庭
園
の
公
有
化
に
努

め
て
い
ま
す
。
今
後
、
公
有
化
に

め
ど
が
立
っ
た
段
階
で
、
国
の
補

助
と
指
導
を
得
な
が
ら
、
庭
園
や

新
緑
の
名
勝
を
特
別
公
開

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
庭
園

◀
庭
園
の
様
子


